
庁議の概要

開催日 令和５年４月３日（月）

◎項 目

１ 知事訓示

２ 新任の庁議メンバーからの挨拶

３ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】

◎内 容

１ 知事訓示

令和元年１２月に知事に就任し、任期の最終年度になった。県政運営の基本姿勢とし

て、「共感と前進」を掲げ、職員と共に挑戦してきた。令和５年度は県民の皆さんに約束

した事業の成果に徹底してこだわっていく。そして、県民の皆さんに成果を実感してい

ただくということが大事だと考えている。同時に短期的な成果のみならず、先々の県政

を見据えて、未来への備えとして必要な施策の仕込み、種まきにも意を払っていきたい。

管理職員には３点お願いする。１点目として、官民の連携、市町村との連携が非常に

重要である。オール高知を意識して関係機関と対話を重ね、ベクトルを合わせて取り組

みを進めてもらいたい。２点目は、デジタル化、中山間対策、女性の活躍推進など、部

局の枠組みを越えた連携・協力が必要な局面が増えている。各部局がこういった課題を

自分のこととして捉えて、積極的に取り組んでもらいたい。３点目は、職員のワークラ

イフバランスの実現に向けて、時間外勤務の削減、休暇の取得、男性職員の育児休業な

ど、職場全体で推進しようという機運を高めて行動につなげていただきたい。併せて適

正な事務執行やハラスメントの防止にも一層意を払っていただきたい。

繰り返しになるが、今年は県民の皆さんに成果をお示しできるように、また成果を実

感していただけるように、一緒にがんばっていただきたい。

２ 新任の庁議メンバーからの挨拶

年度始めにあたり、新任の庁議メンバーから挨拶があった。

３ 各部局等の今週の動きについて【各部局等】

各部局等の今週の動きに関する資料を配付の上、各部局等による概要説明及び協議が

行われた。

＜主な協議の概要＞

○ 第１回南海トラフ地震巨大地震対策検討ワーキンググループについて

（危機管理部）

４月４日、東京都で第１回南海トラフ巨大地震対策ワーキンググループの会議が開催

される。このワーキングは、中央防災会議が出している被害想定の見直しの際に設置さ

れるものであり、今年度、知事が 12 回程度のワーキングに出席する予定である。

○ 第 32 回まんが甲子園予選テーマ発表について

（文化生活スポーツ部）

４月７日、第 32 回まんが甲子園の予選テーマを発表する。

○ （新）安芸中学校・安芸高等学校開校式について

（教育委員会）

４月７日、（新）安芸中学校・高等学校の開校式が行われる。


